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本日の発表内容 

生産事業部の活動と方針 1 

工場トピックス 3 

生産事業部と海外新工場の損益推移 2 
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生産事業部の活動方針 

テーマ； “現場第一主義” 

 方針 

 現場第一主義に基づき、現物・現場確認による改善活動の推進と品質の安定

を行い、製品顧客満足度を上げ、受注増に結び付けコストダウンを行う。 

現物・現場 

確認 

品質・性能 

安定 

顧客満足度 

向上 

受注アップ 

コストダウン 

IN PUT OUT PUT 

・不具合の現物確認 
・製造現場の設備、現物の確認 
・医療現場の情報 

・改善活動 
・デザイン変更 
・試作評価 
・総合研究所との開発 
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生産事業部の売上高と営業利益推移 

[百万円] 

％は事業部合算での対前年増減 

※ 売上高は、関係会社・内部売りを含む 

【売上高】 

【営業利益】 
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海外新工場の売上高と営業利益推移 

※ 売上高は、関係会社・内部売りを含む 
※ ２０１５年３月までインド工場は販売部門の損益を含む。 

％は5工場合算での対前年増減 

[百万円] 

【売上高】 

【営業利益】 
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 新型コロナウイルス感染拡大の影響 

• 中国上海・合肥工場、インド工場での一時的な操業停止も、現在では稼働再開。 

• 他拠点では各地の行政機関との交渉・許可のもと、人員・原材料確保に努め生産活

動を継続。 

 ベトナム工場 ダイアライザ生産計画 

工場トピックス 

• ダイアライザ増産計画については、現地

の需要状況・カントリーリスク回避を鑑

み、中国・合肥工場からベトナム工場

へ。 

• 稼働開始予定を2022年度とし、その

後順次生産ラインを導入へ。 


